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施 業 ・ 測 定 研 究 室

〔研究担 当者 の異 動)

A;矢 野 。宮 崎

B:木 梨 ・中 尾 ・石 津

c:中 尾 ・石 津

本研究室は,A森 林施業,B森 林測定,C林 業機械の5部 門からkり,昭 漁58年 度には9

課題をとb扱 つてきた。昭和59年 度には前年度同様,ひ 港つづいてこれ らの諜題をとb上 げ

ている。その研究経過についてはのちに述べ ることとするが,そ れに先立つて,諜 題の一部で

担当者の交替をみたので,そ の状況をとりまとめて海く。

A一 森林の施業に関する研究

象 昭査法式間伐作業法に関する研究

(青 木 。柿原)井 上教授 に預託

2.竹 林の合理的施業に関す る研究

(青 木 ・柿原)矢 野 ・宮崎に引継ぎ

薮 枝封試験に蝕ける回帰分析

(木 梨 ・宮崎 ・梅葉久).宮 演に移管

お 森林の測定に関する研究

亀 演翌林主要樹種の材積表ならびに収穫表の調整(青 木 ・柿原)

・・……・ 井上教授 に預託,ヒ ノキ収穫表

2.Behre式 による細 り表調整(財 津)… …… 宮演で継続

薮 固定標準地による北海道演醤林広葉樹林の林分構成の推移壕らびに成長量講査(青 木

柿原 ・矢野 ・今田 ・中島誠)北 演で継続

4.固 定標準地による北海道演醤林 カラマツ幼令林の成長推移 と被害状況の調査(青 木

柿原 ・矢野 ・今田 ・中島誠)北 演で継続

C林 業機械に関する 研究

`t,急 制動による集材架空線の衝撃について(青 木 ・中尾)中 尾に引継 ぎ

2.集 運材用半調整式架空線集材について(青 木 ・中羅)中 尾に引継 ぎ

以上の砥か,昭 和39年 度の研究課題には,つ ぎの5課 題が追加された。

Alミ ズナラの更新に関する 酬究 矢野'

2肥 培林業の経営に幽する研究 宮崎



お亀 航空材積表に関する研究 木梨 ・中尾

2ら ん塊法に よる間伐試験 木梨 ○柴田

したがつて.昭 和59年 度の研究課題は.5部 門,あ わせて(フ)課 題 となつたo

(研 究 経 過)

A森 林の施業に関する研究

t竹 林の合理的施業に関する研究(青 木 ・柿原)矢 野 ・宮崎

1は じめに

昭和55年7月 に。モウソウチ9を 対象に作業法試験地を設定 したが.今 園は昭和

58年 度の講査結果をと珍tと めて報告するζととする。な慶昭勲59～4o年 度の

分については後の機会にゆず りたいo本 報告は,い くつかの作業法を適用 したモウソ

ウチクの更新状況について調査 したもので,昭 瀦58年 肇1月21fiit第5翻 濤とし.

て輿施 したものである。

亙 試験地の概況

試験地は鵜屋演馨林 り林i班る小藻(衝 積t97ha)内 にあb,標 高約leOm,東 向

きの中斜地である⇔採用 している作業種は・ 塾

伐竹の時期:春 ・夏 ・冬の乙種類

伐撚 体 数):.㌃ 壕%の主 類

を組み合 わ{tftgつ で,そ れぞれ 擁区ずつ,9試 験 区か ら壕つてい る。 ζれ らの試験

区はいずれ も2Bmx2Bme,面 積ao4hsの 方 形 プ 難ツ トで,そ の配置 を示せ ぱ図

1の 通 珍で あるo

図 雪 作業法試験地のブロッ ト配燈



R調 査方法

当年度に発筍成立 した新竹について.試 験区別に胸高直径論よび枝下高を測定 した⇔

胸高直径は直径テープを用いて 壌傭単位で,ま た枝下高は測尺によつてalm単 位ま

で測定 した。測定 した新構には胸高部に々ジツク 。インキを用いて番号をつけた。

實 結果鉛よび考察

昭勲 乙8年 度の更新状況を本数についてとbま とめてみると・衷 肇に示す通bで あ

るo

表1作 業法樹新竹本数(40o㎡ 当b)

分散分析

τ=伐 採率

y:伐 採時期

処瑳は伐採季節,伐 採率のいずれについても有意差が認められなレ㌔ ζれはすでに

各処理区が縁ぼ恢復 した状態にあるためではないかと考ヌられるo

つ ぎに。作業法間に形質の差があるかどうかをみるために,胸 高直径 と枝下高 との

衡係をみると,表2の 通 りである。

全体についてみると,ま ず胸高直径が大 奏くなる舞ど枝下高は高 くなる傾向がある"

瀦 磯 係賄 韻 次騰 で示 け るもので,マ ダ〃嬬 ノと購 癒こ昂 勧 ら繊 。

つ 竹林の合理的施業に駒する研究 β林会九州支部大会講演集 青木 ・柚原 ・佐藤
一45一



表2枝 下 高(単 位m)

注)N=本 数,H:平 均枝下高

(そ のR)72伐 竹処理

《そのE)21S伐 拠 理

つ ぎに,伐 採率 と形質 の関係 につ いては,最 も軽 度 の伐採処理 を行 なつた1賂 伐採

区では,例k.ぱ 胸 高 直径7㎝ の時 の平均枝下高 の範囲 は4.5m(Sq)～5・2皿(SpJ

10enで はそ の範囲 が5.5阻(Sp)…6.1皿(W.)と な るのに対 して・最 も伐採率 の

高い 多き伐採 区では,同 じく胸高直径7cmの と き枝下高 の範囲 は4.6皿(Su)～5.4

m(W、),19enで は その範 囲は6.1m(Sp.)～6.6皿(8u)とltつ て.伐 採後5年

たつ た後で も,モ ウソ ウチ クでは林内 をある程度疎開 させ る方 が良好 な形質 の新竹 を

得 やす い傾向が あるのでは ないか と考 跨 られ る。



さ らに,伐 採 の季節が異 なることに よつて,新 竹の形質 に影響が あるか ど うか とい

う点 について考察 してみ る。形質 を,表2に 示 しだ ような尺度(胸 高 と枝下高 の関係)

で判 断す るか ぎりでは,春 伐,夏 伐,冬 伐 のいずれ の間 に も差 は認 め られ 表い。そ こ

で新 竹本数 に差 が ない ととを併 せ考 涛れば,も ともと優良 なモ ウシウチク林 であつた

本試験 地は,す で に伐採 後の恢復 は比較的速 やかに行 なわれ,あ るいは第2回 目の伐

採を必要 とす る段階 に きてい るのではないか と考 ズ.られ る。

2ミ ズ ナラの更新 に関する研究 矢野

乙 肥培林業 の経営 に関する研究 宮崎

これ らの研究は,い ずれ も資料 を蒐集 してその とりま とめ を行 左つた。その結果 はい

ずれ近い うちに集報 などに発表す る予定で ある。

B森 林 の測定 に関す る研究

t航 空材積表 に関す る研究 木 梨 ・中尾.石 津

宮崎県椎葉村 所在 ・九州大学 宮崎演習林, 、面積2.919haに 対 し,経 営案編成 のため

の材積調査 を航 空写真 で行ltう べ く,1964年11月,0.0フhaプ ロ ツ ト60個 を現地

にと り.

広 葉 樹(林 分):Y=-250.460十655.046CC十25.815Cl)

ス ギ ・ヒノ キ(〃):Y==-195.180十448.660CC

モ ミ ・ツ ガ(単 木):y=-O.796十 〇.066CP十 〇.079H

ア カマ ツ(〃 〃)
、:Y=-0。710十a120CD十 〇.059H

な る材積式 を得 た。'

(ltSs,こ れ らの材積 式 に もとづ き14個 につ いて現地 チエ ツクの結果 よく適 合 した

ので,こ れに よb全 域 にO.07haプ ロ ツ ト466個 の大標本 を航空写真kezaと し,写 真

判読 に よる各班 な らびに全体 の蓄積推定 を行 なつ た。また,航 空写真は1964年10月

九 大演翌林が新 たにパ シフ ィツク航空 に依頼 して撮影 した ものを用い た。)

2.ら ん塊 法 に よる間伐試 験 木梨 ・柴 田

前 出の論文編 に発表 してい るので省略す る。

C林 業機械 に関す る研究

塩 急制動 に よる集材架空線 の衝撃 について 中尾 ・石 津

2.集 運材用半調整式架空線集 材 につ いて 中尾 ・石津

'上記の2つ につい ては
,とbま とめて論文編の なか に発表 してい るので省略 す る。


